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    教会創立１０３周年 
 

週  報 
2026 年 3 月 8 日 5384 週 

 

 【 今年度のテーマ・聖句 】 
「共に喜ぶ」 

―ハレルヤ わたしの魂よ主を讃美せよ― 

わたしたちの一つの体は多くの部分から成り立って

います。すべての部分が同じ働きをしていないよう

に、わたしたちも数は多いがキリストに結ばれて一

つの体を形づくっており、各自は互いに部分なので

す。 （ローマの信徒への手紙 12章 4～5 節） 

 

巻 

頭 

言 
 
 
 
 

牧
師 

加
藤
英
治 

 

私
に
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
本
㉔ 

天
野
有
編
訳『
バ
ル
ト
・セ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
、
４
、
５
、
６
』（新
教
出
版
社
、
２
０
１
０
～
１
８
年
）  

 

こ
れ
ら
は
、
私
に
と
っ
て
は
、「
二
十
世
紀
最
大
の
神
学
者
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の

本
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
バ
ル
ト
研
究
の
た
め
に
文
字
通
り「
一
生
を
さ
さ
げ
」
ら
れ
た
天

野
有
先
生
の
本
で
も
あ
り
ま
す
。
天
野
有
先
生
は
、
私
の
西
南
学
院
大
学
院
時
の
指
導
教

官
の
お
一
人
で
し
た
。
先
生
は
、
バ
ル
ト
神
学
の
広
く
、
深
く
、
豊
か
な
世
界
を
、
開
き
、
紐
解

き
、
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
余
り
に
も
早
い
こ
と
を
嘆
か
れ
な
が
ら
、
神
の

も
と
へ
と
召
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の「
バ
ル
ト
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
膨
大
な
バ
ル
ト
の
著
作
の
中
か

ら
精
選
さ
れ
た
も
の
を
集
め
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
未
完
に
終
わ
り
ま

し
た
。
天
野
先
生
の
学
識
と
造
詣
は
、
そ
の
わ
か
り
や
す
い
熱
の
こ
も
っ
た
訳
文
と
、
巻
末
に

あ
る
膨
大
な
訳
注
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
バ
ル
ト
の
言
葉
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
バ
ル
ト
が
旧
「
東
ド
イ
ツ
」
の

牧
師
に
宛
て
た
書
簡
で
す
。「
東
ド
イ
ツ
」
は
当
時
社
会
主
義
国
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
含

む
宗
教
に
強
い
圧
迫
が
加
え
ら
れ
、
信
教
・
思
想
信
条
の
自
由
に
対
し
て
大
き
な
厳
し
い
制

限
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
、
教
会
と
キ
リ
ス
ト
者
は
ど
の
よ
う

に
生
き
る
の
か
。 

 

バ
ル
ト
は
、
何
よ
り「
恐
れ
る
な
」
と
語
り
か
け
ま
す
。「
こ
の
方
（
注 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

神
）
は
、
あ
な
た
方
の
国
家
の
律
法
主
義
的
全
体
主
義
を
も
ま
た
支
配
し
給
い
ま
す
！
あ
な

た
方
は
こ
の
国
家
を
恐
れ
ま
す
か
？
恐
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！
」
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
だ
か

ら
で
す
。「
あ
な
た
方
は
、
あ
な
た
方
の
と
こ
ろ
で
支
配
し
て
い
る
体
制
を―

―
―

ま
さ
に
そ

の
律
法
主
義
に
こ
そ
存
す
る
こ
の
体
制
の
決
定
的
無
力
に
お
い
て
見
抜
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
」
恐
れ
る
代
わ
り
に
、
あ
な
た
方
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、「
福
音
の
自
由
な
恵
み
」
に
信
頼

し
て
、
そ
の
社
会
に
お
い
て
喜
ば
し
く
証
し
、
奉
仕
す
る
こ
と
だ
と
。「
福
音
の
自
由
な
る
恵

み
は
、―

―
―

内
か
ら
外
へ
と
、
勝
利
し
・
乗
り
越
え
・
支
配
す
る
の
で
す
。
こ
の
恵
み
は
要
求

し
ま
せ
ん
。
こ
の
恵
み
は
贈
り
与
え
る
の
で
す
。
こ
の
恵
み
は
報
復
し
ま
せ
ん
。
こ
の
恵
み
は
赦

す
の
で
す
。
こ
の
恵
み
は
隷
属
さ
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
恵
み
は
起
き
上
が
ら
せ
る
の
で
す
。
こ
の
恵

み
は
怒
り
を
招
か
ず
死
な
し
め
ま
せ
ん
。
こ
の
恵
み
は―

―

あ
の
憐
れ
み
深
い
サ
マ
リ
ヤ
人
の

よ
う
に―

―

癒
し
、〔
傷
を
〕
包
ん
で
覆
い
、
養
う
の
で
す
。
」 



                      
 
                          
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
    

                          

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                                                                                   
 
 

 

◎今週の集会(３月８日～３月１４日) 

 

＜聖書＞ マルコ １４：１２～２６ 

 

１１日(水) 祈祷会Ⅰ １０：３０ 

       祈祷会Ⅱ １９：３０ 

  （司会・奨励 加藤英治牧師） 

 

 

  
◆ 主日礼拝    午前 10 時 30 分 
 

司会 庄司まり子執事 

奏楽  小田ひかり姉 

 

前  奏  

招  詞  イザヤ４３：３～４ 

頌  栄  ６６９(みさかえあれ(B))             

主の祈り   (新生讃美歌の扉を参照)」 

交  読  ７(栄光の主 神の住まい) 

讃  美  ２３５(栄えの主イエスの) 

聖  書  マルコ １２：１３～１７ 

(新共同訳 86ｐ 口語訳 72ｐ) 

祈  祷 

子どもメッセージ        加藤英治牧師 

讃  美 ２３５(栄えの主イエスの) 聖歌隊 

宣  教 「 あなたがたは神のもの 」 

 加藤英治牧師 

祈  祷 

讃  美  ４８５(主よ われをばとらえたまえ)  

献  金          祈り：酒井光子姉 

                (女性会Ｃ班) 

頌  栄  ６７２(ものみなたたえよ(Ｂ))    

祝  祷            加藤英治牧師 

後  奏  

報  告 

◎今月の聖句 

「人の子は仕えられるためで
はなく仕えるために、また、
多くの人の身代金として自
分の命を献げるために来た
のである。」」 

 
（マルコによる福音書 10 章 45
節） 

            

 

 

本日の集会 

教会学校   
 

 

 

 

 

主日礼拝の当番 

受付：船津丸泰 田中登美子  

 

お花：二木榮子 

会堂清掃    11：50～12：
05 
各会例会    12：05～12：
45 
        

今週の聖書日課と祈り        

８日(日) マルコ １２：１３～１７ 下川礼子 

９日(月) マルコ １０：４６～５２ 庄司 眞 

１０日(火) 使徒言行録 ９：１～６  庄司まり子 

１１日(水) マタイ ２２：３７～４０ 白石保子 

１２日(木) ヨブ ４２：１～６     世良聡子 

１３日(金) ローマ ７：１８～２５   世良優裕 

１４日(土) 使徒言行録 ２：４６～４７髙﨑 満 

 

 
 
 
 
 

 

幼小科  

１０：３０～１１：４０ 

中高科、青年・成人科 

９：３０～１０：１５ 


